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【目的】近年 ， 遺伝 子診断は広 い 分野で実用 さ れ，

特 に微生 物分 野 に お け る培 養 困難 な微 生 物 ，ウ イ

ル ス
・ク ラ ミ ジ ア ・

結 核菌 にお い て，そ の 有用 性

を発揮 して い る ，また 1987年lmpra洫 ら に よ っ て ホ

ル マ リン 固定 パ ラ フ ィ ン 包 埋 組織 よ りパ ピ ロ ーマ

ウイ ル ス DNAが検 出 で き る こ とが 示 され て 以 来，

retrospective に種 々 の 微生 物遺伝子検索 が可 能 と

な っ た ．そ こ で 今 回我 々 は ，遺伝子増幅診断法 の

1つ で あ る Ligase　 Chain　Reaction（LCR）法 を用 い

ホ ル マ リ ン 固 定 パ ラ フ ィ ン 包 埋 組 織 切 片 よ り

Chlamydia　trachomatis の 検出 を試み 検討 した ，

【方法】対 象は ，子宮外妊娠等 に よ り付属 器摘 出

術 を施行 したユ5症 例 とした．ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ

フ ィ ン 包 埋 組織 を厚 さ5μ m で 切 り出 し卵管内膜 組

織 を摘出 し，脱 パ ラ，プ ロ テ ナ
ーゼ K処 理後，LCR

法 に て C，trachomatis 　DNAを増幅 し ク ラ ミ ジ ァ を

検 出 した，さ らに ，隣接切片 を抗ク ラ ミ ジ ア モ ノ

ク ロ ーナ ル 抗体 を使用 しABC免疫染色 を 行 っ た ．

また対象者血清 より抗 ク ラ ミ ジ ア抗体 を測定 した．

【成績】LCR法 に よ り4例 か ら ク ラ ミ ジ ア が検 出 さ

れ た ．こ の 4例 は すべ て 血 清 中 の 抗 ク ラ ミ ジ ア 抗

体 は陽性 で あ っ た ．しか しLCR陽性 4例 中ABC免 疫染

色 に て 卵管 上皮 に ク ラ ミ ジ ア が確認 さ れ た の は1

例 の み で あ っ た ，ABC免疫染色が 陽性で ，　 LCR法で

陰 性 で あ っ た症例 は 存 在 しなか っ た。

【結論】LCR法 は ，ホ ル マ リ ン 固 定 パ ラ フ ィ ン 包

埋 紐織 よ りC．trachoma　tisの 検 出 が可 能 で あ り，

モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体を使用 し た免疫染色 よ り感度

は 優 れ て い た ．さ ら に LCR法 は
，

パ ラ フ ィ ン 組織

を使 用す る こ とで retrospective に ク ラ ミ ジ ア 感染

の 有無 を 知 る こ と が で き ， 今 後 こ の 方 面 の 研 究 に

大 きく寄与す ると思 わ れる ．

（目的）近年開発 されたPCR法 （以下 P法）によ る

C．trachomatis診断キ ッ ト（AMPLICOR　Chlamydia

trachomatis ，　Roche社）は、　 DNAプ ロ ーブ 法（D法）に

比較 し高感度、高特異性 を有 しス ク リ
ー

ニ ングに

適 した検査法だが、
一

方で偽陽性の問題 も残 され

て い る 。 今回 、 当院で 使用 して きたD法 とP法 に つ

き、そ の 臨床的有用 性を比較検討 した。（方法）妊

娠 30週の 妊婦402例からswab 用 綿棒を用い 了
・宮頸管

よ り検体を採取 し、D法及 び P法に よ る検査に 供 し

た。いずれかの 検査で陽性と診断され た症例 は、

妊娠 32週 に lgA，　IgG抗体検査を施行後エ リス ロ マ イ

シ ン を投与 した 。 更に 分娩時、産褥 1ヶ 月時に P法、

D法 、 及び抗体の 検査を施行 した 。 （成績）妊娠 30週

の 妊婦ス クリ
ー

ニ ン グ の 時点で の 陽性率は、P法

4．2％（17／402），D法4，0％（16／402）で両 者間に差は認

め られなか っ た。両検査の不
一

致例は 、 P法（＋），D

法 （一）が 6例 、P法（一），D法（＋）が 5例だ っ た 。 陽性例

全例 に ク ラ ミ ジ ア 感染の 既 往を疑わせ る臨床所 見

は認められなか っ た。不
一致例の 抗体検査の 結果

は 、 P法（＋），D法 （一）例で は lgA値 2．88の強陽性例が

1例、LOI 〜1．20の 弱陽性例が 2例 、 0．44の 陰性例

が 1例で あ っ た。一方、P法 （→ ，D法（＋）症例で は、

全例が 1．3以上で 3例は2．　O以上の 強陽性だ っ た。分

娩時、産褥 1ヶ 月時 の 抗原検査で は全例陰転化 して

い た 。 （結論）妊婦ス クリー
ニ ン グで はP法、D法 と

もに同等の 陽性率が得られた 。 P法は ク ラ ミ ジ ア が

極少量で IgAが比較的低値な場合で も検出可能で あ

る半面、偽陽性 となる危険性 も考慮に い れな けれ

ば ならない もの 考え られた。更 に い ずれの 検査法

に も偽陰性が 存在 し、特に P法 でそ の 危険性が 高い

可能性が示唆 された 。
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